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東京薬科大学薬学部 臨床薬理学教室の横川貴志准教授、鈴木賢一教授、静岡県立大学薬学部 臨床薬剤

学分野の辻大樹教授が参画する GENESECT Study Group の研究成果が、英国の国際学術誌「British 

Journal of Clinical Pharmacology」に掲載されました。 

 

【研究概要】 

本研究は、遠隔転移膵がん患者に対するゲムシタビンの治療効果に関連する遺伝子多型を探索した多機関

共同前向き研究です。 

膵がんは予後不良ながんの一つであり、遠隔転移を有する患者では薬物療法が治療の中心となります。ゲム

シタビンは膵がん治療を支える重要な抗がん薬ですが、その治療効果には大きな個人差があり、治療開始前に

効果を予測できる指標（バイオマーカー）の確立が課題となっています。 

そこで、全国 14 施設（大学 2 施設、病院 12 施設）が共同し（図 1）、患者さんの同意のもと臨床情報および

血液検体を収集しました。そして、静岡県立大学にて遺伝子解析が実施され、横川貴志准教授、鈴木賢一教授、

辻大樹教授らにより解析結果が取りまとめられました。 

 

遠隔転移膵がんの個別化医療へ新たな知見 
― ゲムシタビン効果予測マーカー候補を見出した大学・病院連携による多機関共同研究 ― 
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その結果、ゲムシタビンを活性化する酵素である DCK（deoxycytidine kinase）や、薬剤排出や耐性に関与

する ABCC5 などの遺伝子多型が、治療効果や予後と関連する可能性が示されました（図 2）。これらの成果は、

患者ごとの遺伝学的特徴に応じた治療選択を目指す個別化医療の実現に向けた新たな知見となることが期待さ

れます。 

 
【本研究の特徴】 

本研究は、大学・医療機関が連携して実施した多機関共同前向き研究です。病院で収集された臨床データと

大学における高度な遺伝子解析技術を融合し、臨床現場で生じた課題を科学的に検証した“臨床×基礎”のト

ランスレーショナルリサーチ（橋渡し研究）となります。 

また、東京薬科大学と静岡県立大学を中心とした大学間連携に加え、全国の医療機関に所属する薬剤師・医

師との研究ネットワークによって実現した点も本研究の特徴です。臨床課題を大学の研究基盤を活用して科学

的に検証し、その成果を患者治療へ還元することを目指した点に、本研究の意義があります。 

 

【今後の展望】 

今回の成果により、遠隔転移膵がん患者において、ゲムシタビン治療効果や予後と関連する可能性のある遺

伝子多型が見出されました。 

これらの知見は、治療開始前にゲムシタビンの効果が期待できる患者を予測し、患者ごとに最適な治療を選

択する個別化医療の実現につながる可能性があります。一方で、今回の解析は探索的研究であり、今後はより

大規模な患者集団を対象とした検証研究が必要です。 

東京薬科大学では臨床薬学研究センターを設置し、全国の医療機関との共同研究を積極的に推進していま

す。今後も臨床現場で生じる課題を研究によって解決し、その成果を患者治療へ還元することを目指してまいり

ます。 
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